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  ３月は、“巣立ち”“旅立ち”“お別れ”といった笑顔と寂しさの混ざりあう涙が定番だと思い

ます。でも、この３月は、いつもとは少し違う感覚があります。 

あんずの児童発達支援からは５人が卒園し就学します。そして、５人とも４月からあんずの 

放課後等デイサービスを利用することになりました。入学式のことも一緒にドキドキすることが

できます。「おかえり！」と出迎えて、「今日はどうだった？」と声をかける日々がやってきます。

大きな節目をまたいでまた一緒に歩むことができるのです。 

放デイでは、中学３年生が１人、卒業と共に終了となります。あんずには来ませんが、日向の

相談支援専門員とこれからもつながっていきます。「さよなら」ではありません。 

  「たて」と「よこ」のつながりを長く太く持っていきたい思いから、さぽねっとステーション 

 （あんず＆日向）は立ち上がりました。３月から４月にかけて、きっとその醍醐味を、強く実感

できると思います。 

 

              —3 月の予定— 

     3 月 10 日（金） お別れ会（放デイ） 

3 月 13 日（月） ST（児童） 

3 月 23 日（木） ドクターN の医療相談（14:00～16:00） 

     3 月 25 日（土） 卒園式及び修了式（児童）10:00～（予定） 

     ３月 31 日（金） 新年度準備のためお休みです（児童・放デイ共） 

 

     4 月 3 日（月）  新年度開始（児童・放デイ共） 

 

 

＝お知らせ＝ 

≪お別れ会と卒園式≫ 

 ＊３月１０日（金）の放デイで、中学３年生のお別れ会を行います。ちょっと豪華なデザート

です。 

 ＊３月２５日（土）には、児童の卒園式及び修了式を行います。５名の子ども達が卒園します。

４月からは、全員があんずの放デイも利用する予定です。 

 

≪H29 年 4 月以降の支援について≫ 

 ＊4 月以降利用されるお子さんの利用日数、曜日が決まりました。 

  児童は、卒園や曜日の変更に伴い、新たにクラス編成を行います。今月中旬までにお知らせ

します。（クラス名が新しくなります） 

  放デイは、新しいお友達が入りますが、継続するお子さんは、ほぼ同じ利用日になります。 

  活動の進め方も 4 月以降変わりませんので、よろしくお願いします。 

 

 



○児童のページ○ 

バナナクラスの２月あれこれ 

 最近のバナナクラスのキーワードは、『よく見ています』です。 

お友達のこと…見てます！ 先生のことも…見てます！ よく見ているので、まねっこも 

とっても上手です。お友達ができたのを見て、一緒に「やった！」と喜んだり、お友達ががんば

っている姿を見て自分もがんばれちゃったり。気になるけれど、なかなか行けず、お友達のこと

をチラチラと見ていたり。「よく見ているんだなあ」と思うことが増えています。子ども達とも、

目が合う瞬間が増えたなと感じることがたくさんありました。 

 2 人からスタートしたバナナクラスも、今は 11 人！どの曜日もとてもにぎやかです。      

あんずに通った期間はそれぞれですが、日々の積み重ねの中から、「できた！」「やったね！」 

「たのしいね！」の経験を繰り返し、たくさんの成長を見せてくれました。その瞬間を一緒に過

ごせたことが、担任一同、何より嬉しいです。♡ 

バナナさんの子ども達のがんばり、そして、お母さん方にも感謝の気持ちでいっぱいです‼ 

でも、まだバナナクラスは終わりではありません！（笑）最後まで駆け抜けますよ～！ 

 

メロンクラスの２月あれこれ 

          メロンクラスが始まって、あっという間に 9 ヶ月が経ちました。 

         最初は 3 人だった子ども達が、今は 7 人となり、とってもにぎやかになりま 

したね。 

 職員やお友達、お母さんお父さんと、素敵なやりとりがたくさん見られるよ 

うになりました。お兄さん風が吹くことがあったり、子ども同士のやりとりを

信じて見守ることもあります。 

９ヶ月の中で「できた！」や「得意！」が少しずつ広がったと同時に、クラスの中のつながりも、

じっくり広がっていたんだなと感じる、うれしい楽しい、メロンクラスの 2 月でした。 

 

 マスカットクラスの２月あれこれ 

  昨年 9 月に 2 人でスタートしたマスカットクラスでしたが、2 月には新たに 3 人が仲間入り

し、粒ぞろいの 7 名のにぎやかなマスカットクラスになりました！ 

  お隣りのバナナクラスにもお友達が増え、広～く感じていたホールで遊ぶ 

時間もワイワイ賑やかになった一方で、今までは、お気に入りのオモチャも 

ほぼ独占して遊べていたのに、段々そうはいかなくなりました。 

先に遊んでいるお友達がいると近づけず、オモチャを貸してもらえないと 

すぐにあきらめてお母さんの元へ戻るマスカットさん達でしたが、最近は 

物怖じせずに“貸して‼”や“イヤだ！貸さないよ！”と自分なりに一生懸命主張したり、これ

だけは譲れないオモチャは相手に気付かれないようコッソリ持っていって楽しんだり、“どうぞ”

とお友達にオモチャを貸すことができたり…♡お友達と過ごす中で日々たくましくなっている

姿をうれしく思う私たちです。 

  マスカットクラスで一緒に過ごすのも残り１ヶ月です。色あざやかで大きな粒がたわわに実る

マスカットの房のように、キラキラ笑顔の子ども達が大きく育ちあう時間にしたいと思います。 

 

 



保育所等訪問支援の２月あれこれ 

  ４人の２月は充実していたと思います。 

  園での春祭りの練習。上手くできたのは、こんな力あんな力が育ってきたからです。ちょっと

上手くいかないことにも、ちゃんと理由があって、園の先生方とその子の困り感を一緒に探って

いきました。見守り方が変わってくると、その場面が柔らかくなって、その子も少しのびのびと

できます。そんなキミが 100 点満点です。 

  先生を頼りに過ごしている彼は、隣にいる先生と一緒に周りを見ています。そこからいろいろ

なことに手を伸ばしていくのですから、今あえて大人が離れる必要はないですね。そこで経験で

きる時間を十分充分味わってしてほしいと思います。 

  その子は、お話を聞くのは苦手だけど、見て真似して合わせていくのは得意中の得意。その子

の力に任せる場面と、手を差し伸べる場面が、先生との話し合いで明確になってきました。そう

すると、関わり上手な園の先生方の技に、ますます磨きがかかります。ハッピーな場面がもっと

ハッピーになる。保育所が、もっと楽しみな場所になってきました。 

「だめだ～」と自信を持てなかった文字の読み書き。ちょっとした工夫を先生方と話し合って、

少しずつできる部分を増やしていったら、わかってきて書けてきて、最近ため息をつかなくなり

ました。自信になっていると思います。 

小さなお手伝いができていればいいな…、と微笑んだ２月でした。 

 

 

 

○放デイのページ○ 

放デイのひとり言  

  あんずの放デイが始まって 9 ヶ月が経ち、春 3 月となりました。 

小学生中学生、そしてスタッフも“こんにちは”“はじめまして…よろしく！”と自己紹介か

ら始まったことを覚えています。お迎えの車の中は、まずはおしゃべり（「今日の給食はさあ～」）。

次に“しりとりゲーム”。次は“（送迎車が）どっちに曲がる？当てゲーム”と、楽しい時間を過

ごします。 

玄関で「おかえり～」と迎える側は“今日の調子はどうかな？”と、子どもの表情を見て誘い

方を加減します。そんなひとつひとつの積み重ねで今日まで過ごしてきました。 

活動が始まれば元気いっぱいの小学生！頼もしいのは小学生の上級生！そしてド～ンとして

いる中学生！それが、あんずの毎日です。 

中学生は穏やかでみなさん落ち着いているので、小学生の小さな人達からは、名字＋さんで 

呼ばれ頼られる存在となっています。自然と先輩後輩をリスペクトして過ごす心地よさがあって、 

これからもみんなに伝わっていくといいな～と感じています。共に過ごすって、こういうことな 

んでしょうね。 

 そして、この春、中学 3 年生の女の子が、放デイの利用を終了します。穏やかな笑顔、活動

に 

しっかり参加し、食器洗いやお掃除、お洗濯干し、お裁縫も得意です。（玄関のお花たちは彼女 

と中学生のみんなで植えました） 

 どうぞお元気で‼一緒に過ごした、たくさんの時間をありがとう！新たなスタートですね！ 

 



 

つながりリレーコラム  第７回目は、狭山ひかり幼稚園の東温子園長です。 

 

       繋がる心  

                 

先日、幼稚園では人に優しい塗料（オスモ）を塗布する日があった。日差しや雨風に 

晒されたテラスは乾燥して毛羽立ち足に棘が刺さりやすくなる。紙やすりをかけ乾拭きし 

オスモを浸み込ませた布で塗り込む作業である。ペンキ同様塗立ては立入り禁止になるため、 

皆で塗り始めと最後の逃げ場を確認して始める。参加経験者は、手順を心得ていて初心者に 

手解きしてくださる。その声を耳にしながら、繋いでゆく心を感じていた。作業後もお茶を 

飲みながらおしゃべりが続き心の距離が縮まる。 

   幼稚園では日常的に、「つながっている」と実感する。子どもは様々な遊びで人間関係を 

  学びつつ繋がりの糸を紡いでいる。例えば、気持ちよく過ごすための方法を年長児から年少児 

  へ伝えている場面によく出くわす。「ブランコはね、裸足だと怪我をするから靴を履いた方が 

  いいよ。」とか、先取りを争う年少に「順番を待てばいいんだよ。でもね、私も小さい時はし 

  たけどね、今は年長だから我慢が出来るんだ。きっと大きくなったら出来るようになるよ。」 

相手を気遣う優しさを持って諭してる。さすが年長！脱帽である。それぞれ成長段階が違う 

子ども達だが、大きい者から小さい者へ確実に手渡されているものがそこにある。 

この頃、鳥たちの餌当番をしている年長の傍に年中達が来ている。「君たちに任せたよ。」の 

声もそろそろ出るに違いない。 

   母達も 1 年かけて親しく交わり、前の母達から受け継いだものを次の人たちへ繋いでいる。 

知らぬ間に父達も学年ごとの絆が深まっていると聞く。今年度、幼稚園では根っこの大事さ 

を取り上げてきた。それにかけて「ネットワークならぬ、根っこワークをひろげよう！」と 

横のつながりを大切にしてきた。この関係は卒園後も続く。私たちは更にすべてを益として 

くださる神様に繋がっている。横のつながりと縦のつながりが、丁度十字に交わって大いな 

る恵みの中にある。 

 

 

 

 

 

 

☆☆お礼☆☆ 

         ランドセル、エプロン、文房具多数、プラレール、トミカ、 

その他たくさんの玩具や教材をいただきました。 

また、あんずが豊かにＨＯＴになります。 

本当にありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 



   


